
太平四丁目町会 文化部主催

講談師、落語家の二人会
7月21日（日）13時00分から、太平四丁目町会会館に再び太四寄席がやってきました。

落語「三遊亭楽大（さんゆうてい らくだい）」さん
演目は「一目上がり」他1演目

長屋に住む八五郎が隠居宅で見た掛け軸に、隠居
いわく雪折笹の図をこれは絵に添えた賛、結構な賛
でございますと言ってみろと言われ、にわかに他で
掛け軸を見せてもらい言うと、これは詩だ、これは悟
だ、これは七福神だ、これは芭蕉の句と上がって
いってしまうお話しと他1演目を話していただきました。

講談「神田すず（かんだ すず）」さん
演目は「木津の勘助」他1演目

これで太四寄席に3年連続で出演していただきました。
木津勘助という主人公が、淀川に今でいう堤防を
作って多くの人に感謝されたという偉人伝のお話しと
他１演目を語っていただきました。


